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研究の要約 

中央教育審議会答申（平成２０年１月）は，知識概念の活用の前提

として,習得すべき知識概念の明確化を重視し，さらに「社会的な見

方や考え方を成長させることを一層重視する方向で改善を図る」こと

を明示した。 

そこで，学習指導要領の目標と内容に照らし合わせて，単元を通し

て最終的に身に付けさせたい「社会的な見方や考え方」を明確にし，

それを分析・構造化（知識の構造図）し，児童が既にもっているであ

ろう「社会的な見方や考え方」に新たに獲得もしくは修正された「社

会的な見方や考え方」を見取る工夫を取り入れていくことで，指導と

評価の一体化を図った。 

その結果，各時間に身に付けさせたい力の定着化が進むとともに，学習の

積み重ねによって「社会的な見方や考え方」が深まり，子どもたち自身の社

会科授業に対する学びの主体性も高めていくことができた。 
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Ⅰ 問題の所在 

 （１行空ける） 

中央教育審議会答申（平成２０年１月）は，知

識概念の活用の前提として，習得すべき知識概念

の明確化を重視し，さらに「社会的な見方や考え

方を成長させることを一層重視する方向で改善を

図る」ことを明示した。また，『小学校学習指導

要領解説社会編』は，児童一人一人に社会的な見

方や考え方を養うために，社会的事象を具体的に

観察，調査したり，地図や地球儀，統計，年表な

どの各種の基礎的資料を効果的に活用したり，調

べたことや考えたことを表現したりできるような

問題解決的な学習や体験的な活動，表現活動など

の主体的な学習を工夫する必要性を指摘している。 

文部科学省委託の『学習指導と学習評価に対す

る意識調査報告書』（平成２１年）は，社会的な

思考・判断に関する評価を「円滑に実施できてい

る（そう思う）」とした教員が9.5％であり，課

題を感じている教員が多いと分析している。    

自身の実践を第５学年の工業単元を例にして振

り返ってみると，自動車づくりにかかわる人々の

工夫や努力についての学習にとどまっており，日

本の工業の姿が分かる学習にまで高めることがで

きていなかった。これは，社会の事実を知る段階

に多くの時間を費やし，最終的にどのような力を

身に付けさせたらよいのかを明確にせず，子ども

たちが思考したり判断したりできるような場面を

充分に設定していなかったことの表れであると考

えられる。 

そこで，学習指導要領の目標と内容に照らし合

わせて，単元を通して最終的に身に付けさせたい

「社会的な見方や考え方」を明確にし，活用（思

考・判断）を必要とする問題解決的な学習が組み

込まれるように，それを分析・構造化（知識の構

造化）し，児童が既にもっているであろう「社会

的な見方や考え方」に新たに獲得もしくは修正さ

れた「社会的な見方や考え方」を見取る工夫を取

り入れていくことで，指導と評価の一体化を図っ

ていくこととした。 

Ⅱ 研究の目的 

  

単元を通して身に付けさせたい知識概念を構造化

して，単元の指導計画を立てることの有効性につい

て，第５学年「情報化した社会の様子と国民生活と

のかかわり」のモデル授業を構想し，検証する。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 検証授業の計画 

３ 検証授業の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(1) 「社会的な見方や考え方」について 

森分孝治は，「社会的な見方や考え方」について，

「社会的なものの見方・考え方とは，理論的知識のこ

とである。それらをもっておれば，様々な社会的事象

の意味を読み解いていくことができる」1)と説明して

いる。 

また北俊夫は，学習内容にかかわる知識を「概

念的知識」「具体的知識」「用語・語句レベルの

知識」の三つに分類し，概念的知識を時間が経っ

ても場所が変わっても変わらない知識，他の事例

に応用・転移することができる知識とし，さらに，

概念的知識だけ取り上げて子どもたちに伝達して

も理解することはできないが，具体的な社会的事

象と結びつけたとき理解することができるとして

いる。 

 そこで本研究では，森分の「理論的知識」は北

の「概念的知識」としてとらえ，「社会的な見方

や考え方」を「具体的な社会的事象（具体的知

識）と結びつけたとき理解することができ，普遍

的な性格をもった，応用性，転移性のある概念的

知識」と設定する。 
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(2) パフォーマンス課題と「逆向き設計」論 

 西岡加名恵によると「逆向き設計」論とは，単元

設計を行う際に，教育によって最終的にもたらさ

れる結果（目標）から遡って教育を設計し，指導

が行われた後で考えられがちな評価方法を先に構

想するという考えである。そして，最終的にもた

らされる結果（目標）を知識やスキルを関連付け

総合して得られるような「永続的理解」とし，そ

れを評価するためにはパフォーマンス課題を用い

ることが必要不可欠であるとしている。 

パフォーマンス課題とは，学んだ知識やスキル

を応用して実践したり表現したりすることを求め

るような，複雑で総合的な課題である。したがっ

て，小単元で身に付けさせたい「社会的な見方や

考え方」を最終的にもたらされる結果（目標）と

位置付け，それが転移可能な概念として身に付い

ているかどうかをパフォーマンス課題によって評

価することとする。  

(3) 「知識の構造図」について 

 知識の分類については先に述べたとおりである

が，北（前掲）は「知識の構造図」の意義を，単

元（小単元）ごとに取り上げられる知識を抽出し，

階層的に整理することによって，教師は子どもた

ちに何を指導するのかを明確にすることができ，

あわせて知識相互の関係をとらえることができる

と述べている。そして，子どもたちの主体性を尊

重するという軸と，教師が適切な指導性を発揮す

るという軸をバランスよく調和させるために，そ

れぞれの知識を問題解決的な学習に位置付けた指

導計画を作成する必要があるとしている。 

 

２ 検証授業の計画 

  

 検証授業は，第５学年の小単元「情報化した社会と

国民生活の様子」で行った。 

 

(1)  知識の構造図と指導計画の作成 

次のような手順で知識の構造図及び，指導計画

を作成する。 

ア 学習指導要領の目標と内容に照らし合わせて，

小単元で身に付けさせたい「社会的な見方や考

え方」を明確にする。 

イ 小単元で身に付けさせたい「社会的な見方や

考え方」を問うような小単元を貫く問いを設定

する。 

ウ 「社会的な見方や考え方」が本当に身に付い

たのかを問うパフォーマンス課題を設定し，評

価規準を明確にする。 

エ 学習前の子どもたちの既得の「社会的な見方

や考え方」をもとに，子どもたちの思考を予測

し，各時間に身に付けさせたい具体的知識を明

確にした知識の構造図（図１）を作成する。 

オ 知識の構造を問いの構造（表１）に変換し，

問いは問題解決的な学習が展開できるように設

定する。 

カ 各時間の評価方法や評価資料を設定する。 

(2) 評価方法の工夫 

ア パフォーマンス課題の設定 

転移可能な概念として「社会的な見方や考え

方」が身に付いたかどうかを見取るパフォーマン

ス課題（図２）を設定した。特に検証授業では，

子どもたちにとって身近な存在である図書館の利

用者や司書に，図書館情報ネットワークを整備し

た人の立場から，これまで学んだ知識や技能を活

用して，図書館情報ネットワークのよさや問題点

を主体的に説明できるように工夫した。 

イ ワークシートの工夫 

 知識の構造図と照らし合わせ，具体的知識が身

に付いているかを客観的に評価できるよう，各時

間のワークシートを作成し，子どもたちの「社会

的な見方や考え方」が段階的に定着し成長してい

るのかを見取るためにもワークシートを活用した。

さらに，ワークシートに子どもたち自身が学習を

振り返ることができるよう自己評価欄を設け，子

どもたちの学び方から授業改善を行えるよう工夫

した。 

(3) 教材開発 

情報単元で取り上げる医療情報ネットワークの 

「社会的な見方や考え方」を養うために，地域教 
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材としての広島県救急医療情報ネットワークを教 

材化した。実際のウェブサイトや救急隊が実際に使

用しているスマートフォンに触れてみる場面を設けた

り，救急医療情報ネットワークにかかわっている人々

にインタビューした声を資料として子どもたちに提示

したりして，子どもたちにとってより体験的，心情的 

に訴えかけられるように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２時）

学校からの一斉メール連絡
網は，多くの人に，すぐに，
相手がどこにいても送ること
ができるとともに，相手が
メールを見た情報もすぐに分
かる。（第１時）

わたしたちの身の回りには，
ＡＴＭ，自動改札，ウェブカ
メラ，マルチメディアステー
ションなど様々な情報ネット
ワークが存在している。
（第１時）

人々は，健康で文化的な生活ができるように願っている。

広島県救急医療情報ネットワークを
使って，県民はみてもらいたい病院を早
く選ぶことができる。（第４時）

救急隊と医療関係者はスマートホンや
画像伝送システムなどの情報ネットワー
クを用いて連携し，救急搬送の効率化を
図っている。（第５・６時）

医療現場は，医師不足，救急病院の減
少，救急搬送の増加など様々な問題をか
かえている。（第３時）

情報ネットワークが正常に機能するためには，
情報を扱う上での注意や有効に活用する方法を
知らなければならない。

教育 福祉 防災
わたしたちはパソコンや携帯電話を用いて，様々な情報を

発信したり，受信したりしている。（第１時）

広島県救急医療ネットワークは，県民の
命と健康を守りたいという広島県と救急
隊・医療関係者の共通の願いに支えられて
いる。（第７時）

医療分野では，情報ネットワークが現在の医療問題を解決する手段として
用いられ，既存のシステムが効率化されたり，新しい機能が付加されたりす
ることで，患者（県民）や救急隊・医療関係者の利便性を高めている。

わたしたちの生活や産業の中には，様々な情報
ネットワークが存在し，情報を大量，高速，広域に
双方向でやり取りすることができる。

情報ネットワークがサービスの向上のために利用され，国民生活に大きな影響を及ぼしており，わたしたちは情報を発信する側，受信す
る側，それぞれの立場で様々な情報を有効に活用しながら生活する必要がある。（第９時）

＜既得の社会的な見方や考え方＞

＜習得させたい社会的な見方や考え方＞

地域がかかえる諸課題

広島県救急医療情報ネットワークが正常に機能するためには，県や
医療機関は正しい医療情報を発信し，患者の個人情報を守り，情報機
器を使えない人へのフォローを考えなければならない。また，県民は
情報の真偽を判断しなければならない。（第８時）

子
ど
も
の
思
考
の
深
ま
り
・
広
が
り

図１ 知識の構造図 

時 主な問いや主な活動

第１時 　情報ネットワークにはどのような特徴があるのだろうか。

第２時
　学習問題を立て，学習計画を立てる。
　→　（学習問題）なぜ，救急医療情報ネットワークを整備しているのだろうか。

第３時 　救急医療の問題点には，どのようなことがあるのだろうか。

第４時 　「救急医療Net HIROSHIMA」にはどのようなサービスがあるのだろうか。

第５時
　どのようにして救急活動に情報ネットワークを役立てているのだろうか。
　（スマートフォンを用いた救急医療コントロール機能について）

第６時
　どのようにして救急活動に情報ネットワークを役立てているのだろうか。
　（救急画像伝送システムについて）

第７時 　なぜ，救急医療情報ネットワークを整備しているのだろうか。

第８時
　救急医療情報ネットワークでは，どのような問題が起こることが考えられるだろうか。
　また，問題が起きないようにするために，どのような対策をすればよいだろうか。

第９時 　救急医療情報ネットワークで学んだことを生かして，図書館ネットワークを説明しよう。

表１ 各時間の主な問いや主な活動 

 
　あなたは，広島市役所で働いています。

図書館の利用者の○○くんや司書の○○さんの悩みを解決するために，図書館情報
ネットワークを整備しました。

下の図を参考にして，どのように悩みを解決したのかを二人に説明してあげましょ
う。

また，図書館情報ネットワークを活用するときに注意することも必ず教えてあげま
しょう。

「こん虫のふしぎ」という本を
借りたいなあ。

でも，広島市にあるたくさん
の図書館を全部行かなけれ
ばいけないのかなあ。電話で
たずねるのも大変だ。利用者の

○○くん
司書の

○○さん

本の貸し出しと返きゃく
を図書カードで管理する
のは大変だわ。
　あと，他の図書館にどん
な本があるのかも知って
おきたいわ。

安芸区図書館

松崎くんの家

東区図書館

図書館情報
ネットワーク

中区図書館

こども
図書館

南区図書館

西区図書館

安佐南区
図書館

安佐北区
図書館

佐伯区
図書館

中央図書館

まんが
図書館

「こん虫のふしぎ」

は，どこの図書館に

あるのかな。

 ・　本についての情報
 ・　貸し出し・返きゃくの管理
  などの情報

「こん虫のふしぎ」

バーコード

  ・　本を探す
  ・　本の予約，取り寄せ

チャレンジ！！

送る

取りに行く

図２ 第９時のパフォーマンス課題 
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３ 検証授業の分析と考察 

 

(1)  クラス全体としての様子 

クラス全体の毎時間ごとの評価基準の達成度と

ともに，自己達成感をグラフ（図３と図４）に表

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全時間を通してＡ・Ｂ評価の子どもが60％を超

え（平均約86％），各時間で身に付けさせたい力

が定着している。自己達成感についても，全時間

を通して90％以上の子どもが「よくがんばった」，

「がんばった」と評価しており，この小単元に対

して終始，意欲的に取り組むことができた。 

 各時間の流れから子どもたちの傾向を見ると，

第２時の学習計画を立てる学習では，広島県救急

医療情報ネットワークを整備している理由を，救

急隊や病院の立場からだけではなく，自分たちの

生活とのかかわり（県民の立場）から予想するこ

とをもってＡ評価としていたが，Ａ評価となった

子どもは約20％未満であった。 

 これは，広島県救急医療情報ネットワークに関

する情報の提示が不充分であったために，子ども

たちにとって医療そのものが切実に迫るものにな

らず，身近なものとして考えることが難しかった

ことが要因として考えられる。そのため，評価基

準に照らし合わせて，机間指導中にキーワードに

注目させる声かけをしたり，ワークシートを返却

する際に細かくコメントを書いたりすることに重

点を置いた。 

また，広島県救急医療情報ネットワークのウェ

ブサイトや救急隊が実際に用いるスマートフォン

を操作する直接体験や，自分の言葉でよさを紹介

するという相手意識や目的意識を明確にした課題

を取り入れた学習活動を位置付けた結果，第４時

の広島県救急医療情報ネットワークを県民が直接

利用するときのよさを考える学習では，全員がＡ

・Ｂ評価を達成した。そして，続く第５時，第６

時の救急隊や病院が利用するときのよさや，それ

によって生じる患者（県民）にとってのよさを考

える学習においても，Ａ・Ｂ評価の子どもが第５

時は約88％，第６時は100％に達した。 

しかし，第８時の広島県救急医療情報ネットワ

ークで起こり得る問題とその対策を考える学習で

は，Ｃ評価の子どもが約40％おり，自己達成感も

低くなっている。これは，情報の受信・発信者と

して必要とされる態度については，これまでの情

報学習や言語・数理運用科の学習である程度身に

付いていると想定し，本時は演繹的に学習を展開

したが，子どもたちの実態が想定と異なっており

主体的に活動できなかったためと考えられる。 

(2)  Ａ児の社会的な見方や考え方の深化 

 第９時のパフォーマンス課題に至るまでに，子

どもたちが身に付けた力の推移を，Ａ児のワーク

シートの記述（表２）をもとに考察する。 

ア 第２時 

 「なぜ広島県救急医療情報ネットワークを整備

したのだろうか」という学習問題に対して，Ａ児

は，救急医療体制が人の生命にかかわる重要なシ

ステムであるという認識をもっており，その認識

と第１時に学習した情報ネットワークの「高速」

という特徴を「早く」という言葉に言い換えて，

関連させて説得力のある予想を立てている。 
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イ 第４時 

 Ａ児は，電話帳や新聞などの従来からある検索

方法と比較しながら，「すぐに」・「高速な」や

「たくさん」・「詳しい」などの言葉を用いて広

島県救急医療情報ネットワークのよさを説明して

いる。このことから，学習問題を追究する中で，

第１時で学習した情報ネットワークの「高速」，

「大量（多様）」という特徴が定着しているとと

もに，第３時で学習した医療問題と関連付けて，

よさを具体的に説明できるようになっていること

が分かる。 

ウ 第７時 

 第７時は，第３時から第６時までの学習を踏ま

えて，「なぜ広島県救急医療情報ネットワークを

整備したのだろうか」という学習問題に迫る学習

内容である。 

 Ａ児は，広島県民と救急隊と病院の「命と健康

を守る」という共通の願いと救急医療の現状との

間には隔たりがあり，それを克服するために情報

センター（広島県）が救急医療情報ネットワーク

を整備したと認識している。 

共通の願いとは，第４時から第６時で学習した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急医療情報ネットワークの広島県民，救急隊，

病院それぞれにとってのよさを総合して導き出さ

れたものである。そして，第７時でそれまで目に

見えなかった救急医療情報ネットワークを支える

情報センターの存在を知り，その役割と救急医療

情報ネットワークの構造を理解し，「情報ネット

ワークがサービスの向上のために利用され，国民

生活に大きな影響を及ぼしている」という社会的

な見方や考え方に迫ることができている。 

エ 第９時 

 第９時のパフォーマンス課題に対する記述から，

Ａ児は，図書館情報ネットワークのよさと問題点

を，利用者と司書の立場を意識して，学んだ「社

会的な見方や考え方」をもとに演繹的に説明する

ことができていると考えられる。 

このように第２時，第４時，第７時のＡ児の記

述を分析した結果，前時までに学習して身に付け

た知識が次時以降の学習に生かされ，最終的に

「社会的な見方や考え方」に到達している様子が

分かる。これは，知識の構造図で各時間に身に付

けるべき知識を明確にし，知識相互の関係をはっ

きりとさせた結果であると考える。 

 

表２ Ａ児の「社会的な見方や考え方」の深化 
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また第９時の記述から，Ａ児においては，広島

県救急医療ネットワークの学習を通して学んだ

「社会的な見方や考え方」を転移させ，図書館情

報ネットワークのよさを説明することができてお

り，「社会的な見方や考え方」が養われているこ

とが立証されたといえる。 

(3)  指導計画の改善点 

 検証授業を通して，授業改善の方向性を２点あ

げる。 

 一つ目は，第８時で行ったような情報の受信・

発信者として必要とされる知識や態度についての

学習の指導方法である。このような知識や態度の

学習は，社会科だけにとどまらず，国語科や総合

的な学習の時間，言語・数理運用科等においても

行われるものである。情報教育のカリキュラムを

整理し，全体を見通して社会科の情報単元をどの

ように位置付けるかを考える必要がある。そのう

えで，「社会的な見方や考え方」が養われるよう

な指導計画を立てなければならない。 

 二つ目は，第９時に感想という評価方法で単元

全体の学習を子どもたちに振り返らせたが，より

主体的に説明させるためにも，社会参画という視

点を入れた身近な生活の課題として，情報ネット

ワークのよさや可能性を関連付けさせる評価方法

が考えられる。そうすることによって，子どもた

ちの「社会的な見方や考え方」の深まりを見取る

価値が一層高まり，さらに子どもたちの自主的な

学習の継続・発展につながるものと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

本研究では，概念的知識である「社会的な見方

や考え方」を中核に据えた知識の構造図によって，

各時間に身に付けさせたい具体的知識を明確にし，

それぞれの具体的知識を問題解決的な学習に位置

付けた指導計画を作成することが，指導と評価の

一体化につながり，子どもたちの「社会的な見方

や考え方」を深めることができた。 

今後は，子どもたちの「社会的な見方や考え

方」がどのように身に付いているのかを見取るた

めに，子どもたちが切実に迫ることができる評価

方法の工夫を常に意識して，授業改善のＰＤＣＡ

サイクルを生かした社会科の授業づくりを行って

いきたい。 

 最後に，学習を終えた後の子どもたちの日記や

保護者との会話を通して，救急病院で看護士とし

て働く母親の仕事の大変さを再認識するとともに，

その苦労を軽減してくれる可能性がある救急医療

情報ネットワークに期待を覚える子どもや，自分

や家族が病気にかかって困ったときに，救急医療

情報ネットワークを活用すればよかったと振り返

る子どもがいることを知った。それぞれの子ども

たちの中に，「情報ネットワークがサービスの向

上のために利用され，国民生活に大きな影響を及

ぼしている」という「社会的な見方や考え方」が

根付き，さらに成長していく姿に教師としての手

ごたえを感じている。 
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